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～米国にはない日本の強み「薬薬連携」のさらなる充実化へ～
　みやぎ県南中核病院薬剤部主任　堀之内　藍先生から，仙南地区の薬薬連携についてお
話を伺いました。

　がん薬物療法は，入院化学療法から外来化学療法へシフトしている。がん化学療法に
おける薬剤師の役割は，安全かつ効果的な治療を実施することにある。しかし，外来化
学療法の一翼を担うべき保険薬局では，処方箋を持参した患者について，抗がん薬治療
に関するレジメン，治療計画（使用薬剤，投与期間，休薬情報など），検査値や支持療法
薬使用の説明などの多くの情報が不足していたため，がん治療の全容を把握することが
難しく，病院と同じように適正な化学療法に寄与することは難しかった。そのため，病院薬剤師と保険薬局
薬剤師（以下，薬局薬剤師）との連携が必然的に重要となる。さらに，令和2年度診療報酬改定の概要（厚
生労働省：2020年3月）では，薬局薬剤師は，がん化学療法のレジメンを把握した上で服薬指導を実施し，
次回診察までの患者状況をテレフォンフォローアップで確認し，医療機関へ情報提供する取り組みが求めら
れるなど，がん治療は病院内で完結せず，患者が自宅で安全に治療を継続できるよう，保険薬局での副作用
管理，そして病院と保険薬局とでの薬学的管理に関する円滑な連携が求められている。
　当院ではこれまでに「薬薬連携」の取り組みに対して，点滴抗がん薬治療患者を対象に診療情報提供書（レ
ジメン名，治療経過，副作用状況，薬学的介入内容などの情報を記載したもの）を作成・交付し，情報共有
を行なってきた。薬局薬剤師は患者から受け取った診療情報提供書を基に，治療の全容を把握し，テレフォ
ンフォローアップにて自宅での患者状況を聴取し，その情報をトレーシングレポートで病院へフィードバッ
クを行い，緊急性が高い場合は直接病院薬剤師へ電話する体制であった。しかし，経口抗がん薬については
点滴抗がん薬とは異なり，医師の診察後に患者はそのまま保険薬局へ向かってしまうため，診療情報提供書
を交付することができず情報共有ができていなかった。経口抗がん薬は，副作用だけでなく服薬コンプライ
アンスの管理も治療継続の上で重要であり，連携を行う上でどのように情報を共有すべきか模索していた。

　その中で，経口抗がん薬治療患者の情報共有のヒントとなったきっかけ
が，昨年に参加した米国のがんセンターの研修であった。米国では日本の
ような「薬薬連携」といった文化がないことをご存知だろうか？米国では
外来患者と病院スタッフをつなぐ電子媒体としてNavigating Careとい
うシステムが導入されており，患者はモバイルタブレットやパソコンを通
じて，自らで治療に関する情報，検査結果の閲覧や来院予約，診療録にア
クセスすることができ，さらに自宅での体調の変化や副作用をNavigating 
Careを通じて病院スタッフへ電子メッセージとして発信できる。電子メッ
セージを通じて医療スタッフから副作用に対する支援を受けることができ，
緊急性があれば医師に繋いで受診勧告を促すなどNavigating Careを通
じて患者と医療スタッフとが相互に情報を共有していた。日本ではこのよ
うな病院と患者を繋げるツールはないが，相互の架け橋として薬局薬剤師
の役割がとても重要であることを改めて感じた。さらなる「薬薬連携」の
充実化のため，経口抗がん薬治療においても保険薬局との情報共有，服薬
指導の統一化がより一層重要な課題であると考えた。
　そこで注目したのがMMWINの導入だった。紙媒体である診療情報提供
書を患者に交付しなくても，MMWINへアップすることで簡便に共有がで
きると考えた。導入にあたり，MMWIN加入の説明書を作成し，さらに経
口抗がん薬の処方が集中する当院の門前3つの保険薬局と，MMWINにア
ップする情報の内容を吟味し，レジメン，サイクル数，投与量，副作用の

発現状況，検査値や薬剤師の介入内容，薬局薬剤師への依頼事項などを共有する方針とした。令和6年4月
からMMWINの運用が開始となってまだ間もないが，経口抗がん薬患者の情報を点滴抗がん薬同様に共有が
可能となり，薬局薬剤師からもがん治療に関する診療情報を簡便に閲覧でき，患者介入の一助になっている
との声もいただいている。今後は門前以外の保険薬局との連携拡大に繋げていきたい。
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